
愛知岐阜長野における広域的産業・物流活性化計画（重点）

社会資本総合整備計画 事後評価調書

計画概要

◆計画期間
平成３０年度～令和２年度（３年間）

◆計画の目標
本地域は、世界トップクラスの自動車関連産業、世界市場への参入を目指す航空宇宙産業などの関連

企業が集積した工業団地や、全国でも上位を占める農産物、高級国産木材として有名な木曽ヒノキを中
心とした木材などの流通施設において、密接な連携による産業・物流活動が活発に行われている。さら
に、低燃費・次世代自動車、航空旅客機などの世界的な需要の拡大、全国的な食の安心・安全への要
求の高まりや信頼性の高い国産木材の需要の増加が見込まれるとともに、既存の中央自動車道、東名
高速道路、東海北陸自動車道に加え、新東名高速道路の愛知県内の開通、東海環状自動車道、三遠
南信自動車道などの高規格幹線道路の整備が進められており、「愛知・岐阜・長野地域」における産業
のポテンシャルが飛躍的に高まっている。
このポテンシャルを活かし、拠点施設と高規格幹線道路を結ぶ道路整備による産業・物流活動の支援

を進め、本地域における物流の信頼性・効率性を高め、さらなる産業活性化を図る。

◆計画の成果目標（定量的指標）
【愛知県・岐阜県・長野県 共通目標】製造品出荷額の増加、農林産出額の増加
【愛知県の目標】製造品出荷額の増加、農林産出額の増加、ICから拠点施設への所要時間の短縮



評価内容

◆交付対象事業の進捗状況

交付対象事業 事業費 事業の実施状況 進捗率※

Ａ 基幹事業（道路事業） １,９２７百万円

・一般国道155号（布袋拡幅）を始め２路線の道路整備
を推進。
・主に埋蔵文化財の発掘調査や用地交渉の難航により、
進捗率が計画を下回った。

５８％

Ｃ 効果促進事業 - - -％

D 社会資本整備円滑化地籍
整備事業

- - -％

合 計 １,９２７百万円

※事業費は実績値
※進捗率（％）について、 全体事業費に対する実績事業費の割合

◆事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況

・一般国道155号（布袋拡幅）を始め２路線の道路整備を推進し、一般国道 １５５号（布袋拡幅）について、鉄道踏切の
除却が令和３年３月に完了し、拠点施設とIC間のアクセス性が向上し、製造品出荷額の増加に寄与したと考えられる。
（別紙１）



Ⅱ定量的指標の達成状況

指標①（愛知県・岐阜県・長野県の製造品出荷額の増加）

当初現況値 ８９,５６１億円

目標値と実績値に
差が出た要因

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の低下
により、実績値が目標値を下回ったと考えられる。

最終目標値 ９５,１１８億円

最終実績値 ９０,１３０億円

指標②（愛知県・岐阜県・長野県の農林産出額の増加）

当初現況値 ４,５５７億円

目標値と実績値に
差が出た要因

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の低下
により、実績値が目標値を下回ったと考えられる。

最終目標値 ４,７３０億円

最終実績値 ４,３２０億円

指標③（愛知県の製造品出荷額の増加）

当初現況値 ６２,３６３億円

目標値と実績値に
差が出た要因

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の低下
により、実績値が目標値を下回ったと考えられる。特に県
内において大きなウェイトを占める輸送用機器（乗用車
等）の分野において、大きく減少しており、その影響が顕
著に現れていると推測される。しかしながら、拠点施設周
辺では新規企業の進出や既設工場の増設などがあり、物
流の効率化に寄与したと考えられる。

最終目標値 ６４,０７５億円

最終実績値 ５９,５３０億円



Ⅱ定量的指標の達成状況

指標④（愛知県の農林産出額の増加）

当初現況値 ３,１０３億円

目標値と実績値に
差が出た要因

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の低下
により、実績値が目標値を下回ったと考えられる。特に県
内において大きなウェイトを占める米、花きの分野におい
て、大きく減少しており、その影響が顕著に現れていると
推測される。

最終目標値 ３,１７５億円

最終実績値 ２,９１４億円

◆今後の方針

・事業中の箇所については、令和３年度からの新規計画「愛知長野における航空宇宙産業を軸とした広
域的産業・物流活性化計画（重点③）」に基づき、早期整備完了を目指し、引き続き事業を推進する。

指標⑤（ICから拠点施設への所要時間の短縮）

当初現況値 ０％
目標値と実績値に
差が出た要因

主に埋蔵文化財の発掘調査や用地交渉の難航により、事
業の進捗が図られなかったため。最終目標値 ７％

最終実績値 １％

◆事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制
計画策定主体である愛知県道路建設課において評価を実施し、その結果
を学識経験者（(公財)愛知県都市整備協会技術アドバイザー制度を利用）
へ報告し、参考意見を聴取。

事後評価の実施時期 令和５年１０月

公表の方法
WEBページ掲載
（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kouiki-keikaku.html）

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kouiki-keikaku.html


【参考図１】事業箇所図
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【基幹事業】
■事業名 一般国道155号（布袋拡幅）

■事業区間 小牧市入鹿出新田～江南市五明町

■事業概要 L=4.8km ３種２級 W=23～30m（４車線整備）

■事業のあらまし
一般国道155号は、当該地域の東西軸となっており、ま

た沿線には製造業・物流施設が立地し、大型貨物車の交通
が集中しているため、慢性的な渋滞が発生している。この
ため、物流施設等の拠点施設へのアクセス性向上や主要渋
滞箇所の解消等を目的として、名鉄犬山線鉄道高架と合わ
せて一般国道155号の４車線化を図る事業である。
また、本路線を整備することで、小牧ICから拠点施設へ

のアクセス性が向上し、物流の効率化や産業活性化に寄与
することが期待される。

■事業の進捗状況
令和3年3月に踏切の除却が完了した。用地交渉の難航に

より事業進捗が計画より遅れているが、令和3年度末にお
ける用地取得率は約9割であり、早期完了を目指し、計画
的に事業を推進していく。

事業効果の発現状況事例 別紙１

整備前の状況 整備中の状況
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■発現効果

標準横断図
（整備後）
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（布袋拡幅）
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●拠点施設間のアクセス時間短縮
●旅行速度の向上

踏切遮断時間 6.4(h) ⇒0.0(h)
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